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改選後初の議会が開催されました

補正予算の主な内容

水間健太の所属委員会

　５月 11 日から 17 日までの７日間の日程で令和５年第２回臨時議会が開会されました。臨時議会

では正副議長の選挙、各議員の所属委員会の決定などが行われ、また、国会において物価高騰対策

の補正予算が可決されたことから、北海道議会においても併せて物価高騰対策として２３３億円の

補正予算が提案され可決されました。臨時議会で補正予算の提案がなされるのは異例であり、北海

道としても現在の物価高騰の状況が深刻であり早急な対応が必要であるとの認識が示されました。

６月 22 日から始まる第２回北海道議会定例会においても、道民の生活を守るため活動をしてまいり

ます。

１．エネルギー・原材料・食料等安定供給対策　88.6 億円

　・宿泊事業者が実施する省力化や省エネルギー化に資する設備の導入を支援

　　（自動チェックイン機等の導入、ＬＥＤ照明等の導入経費　3/4 以内　上限 500 億円）

　・配合飼料価格高騰の影響を受ける農業者に対して緊急的な支援を実施

　　（通常補填基金への積立金相当額の支援金を支給　配合飼料 1トンあたり 600 円）

２．厳しい経営環境にある中小企業等への支援　87.7 億円

　・物価高騰等の影響を受ける交通事業者、運送事業者の事業継続に向けた支援

　　（バス４万円 /台　タクシー 2.5 万円 /台　トラック 2.7 万円 /台　トレーラー 1.1 万円 /台）

３．物価高騰等に直面する生活困窮者等への支援　56.7 億円

　・低所得のひとり親世帯に対して特別給付金を支給（５万円 /児童１人）

　・低所得世帯を支援するため特別給付金を支給（住民税均等割のみ課税の世帯 1.2 万円 /世帯）

※補正予算の一部を抜粋して掲載しています。

前期２年間の所属委員会が決定しました！

●保健福祉委員会（常任委員会）

　地域医療の確保や健康の増進、福祉環境の整備促進などについて調査します

●子ども政策調査特別委員会

　少子対策、子育て自立支援、子育て環境の整備などについて調査します

●政策審議委員会（自民党会派内委員会）

　執行部から提案のあった議案に対する質疑や代表質問、意見書の作成など会派の政策形成に関す

る事項を協議します

ご不明な点やご要望等がありましたら、お気軽にお問い合わせ下さい


